
 

 

高知市子ども・子育て支援事業計画の変更について 

 

（変更理由） 

利用者支援事業の事業計画への記載については，「量の見込みの算出等のための手引

き」（国作成）を参考に事業の型を記載していなかったが，「子ども・子育て支援交付

金」の交付を受けるに当たり，事業の型を記載する必要が生じたため，確保方策及び各

論の主な関連事業等を変更するもの。 

 

（確保方策） 

数値目標を変更（資料２－１ 91ページ） 

  

［変更前］ 

(11) 利用者支援事業 

［市域全域］                                                   （単位：施設数） 

年度 平成 27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度 平成 30 年度 平成 31 年度 

①量の見込み 1 1 1 1 1 

②供給 1 1 1 1 1 

②-①需給状況 0 0 0 0 0 

 

 ［変更後］ 

(11) 利用者支援事業 

［市域全域］                                                   （単位：施設数） 

年度 平成 27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度 平成 30 年度 平成 31 年度 

①量の見込み 2 2 2 2 2 

②
供
給 

基本型 － － － － － 

特定型 1 1 1 1 1 

母子保健型 1 1 1 1 1 

②-①需給状況 0 0 0 0 0 

 

 

（各論の主な関連事業等への追加・変更） 

  「施策１－１ 健やかな子どもの誕生への支援」（資料２－１ 32ページ） 

    ・利用者支援事業（母子保健型） 

  「施策２－１ 利用希望に沿った教育・保育の提供」（資料２－１ 43ページ） 

    ・利用者支援事業（特定型） 

 

資料２－２ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国の資料から 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「重点施策の取組状況について（資料１－２）」から 

○早産リスクのある妊婦の把握と保健指導の強化 

  ① 母子保健コーディネーターの配置 

母子保健コーディネーター
※

を母子保健課に配置し，母子健康手帳交付時の面接を行い，妊娠，出産，

子育てへの切れ目ない支援を行う。 

ア 母子健康手帳交付時の面接 

 

平成 26 年 10 月から，母子保健課窓口で母子健康手帳を交付する妊婦に対して，保健師による全数

面接を開始し，妊婦健診の重要性の啓発や，母体管理等についての助言を行う。 

平成 27 年４月から専任で，母子保健コーディネーターを配置し，母子保健課窓口での全数面接を行

う。アンケート聞き取りにより喫煙等早産リスクの高い人を把握し，指導を行う。 

※母子保健コーディネーターの配置は，利用者支援事業（母子保健型）として実施 

イ 妊娠中，出産についての相談に対応 

 

リスクは低いが支援の必要な妊婦への対応（電話，訪問）。リスクの高い妊婦は地区担当保健師が継

続対応する。 

 

ウ 助産制度申請，転入手続き時の妊婦面接 


